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☆ 特 集 『 台 湾 修 学 旅 行 』 ～ 写 真 で 振 り 返 る 4日 間 ～

前 回 に 引 き 続 き ，『 台 湾 修 学 旅 行 を 写 真 で 振 り 返 る 』で す 。今 回 は ，

第 3 日 目 （ 11/14） と 第 4 日 目 （ 11/15） の 2 日 間 で す 。

3 日 目 は 、 41 の 班 に 分 か れ て 台 湾 の 大 学 生 と 台 北 市 内 を 班 別 研 修 す

る 『 Ｂ ＆ Ｓ プ ロ グ ラ ム 』 で 始 ま り ま し た 。 日 本 語 と 日 本 文 化 を 学 ぶ

大 学 生 ガ イ ド と 一 緒 に Ｍ Ｒ Ｔ （ 地 下 鉄 ） １ 日 乗 車 券 を 使 っ て 台 北 101

【 ﾂｱｰﾃﾞｽｸの 掲 示 板 】 や 永 康 街 ・ 西 門 町 な ど の 人 気 の 観 光 地 を 巡 り ま し た 。

【 ホ テ ル 横 の 駐 車 ス ペ ー ス で 待 機 す る 大 学 生 】【 皆 さ ん 「 ○ 組 ○ 班 」 の カ ー ド を 掲 げ て 】

【 班 が ホ テ ル か ら 出 て き て ， 御 対 面 ！ “ 請 多 多 指 教 ”（ よ ろ し く お 願 い し ま す ）】
チン ド ゥ ォ ド ゥ ォ ヂー ジ ヤ オ

【 班 行 動 出 発 。“ 路 上 小 心 ”】【 最 後 に 残 っ た 大 学 生 と ラ ス ト 2 班 は ，特 別 に 記 念 撮 影 で す 。】
ル シヤ シヨ シン

【 班 行 動 で 市 内 見 学 中 ！ B&S の 大 学 生 は 41 名 中 36 名 が 女 子 学 生 で ， 女 子 力 が ス ゴ イ ！ 】



【 昼 食 は ， 新 上 亭 と い う 飲 茶 の お 店 。 焼 売 や 餃 子 ， 小 籠 包 な ど が “ 好 吃 ”（ 美 味 し い ）】
やむ ちや し ゆ ー まい ぎよーざ し よ う ろん ぽう ハウツー

昼 食 の 飲 茶 の 後 は ， 小 籠 包 や パ イ ナ ッ プ ル ケ ー キ 作 り に 挑 戦 す る 体 験 学 習 と 市 内 で 最 も

歴 史 の あ る 「 龍 山 寺 」 の 見 学 ， 1947 年 2 月 28 日 に 発 生 し 台 湾 全 国 に 広 が っ た 悲 劇 的 事 件

を 記 憶 す る 「 二 二 八 記 念 館 」 と 「 二 二 八 和 平 公 園 」 を 見 学 し ま し た 。

台 湾 料 理 の 夕 食 の 後 は ， 台 湾 で も

最 大 級 の 観 光 夜 市 「 士 林 夜 市 」 の 見

学 。 大 混 雑 で し た が ， ほ ぼ 全 員 が 時

間 通 り に 集 合 し ， 無 事 に ホ テ ル に 戻

る こ と が 出 来 て ひ と 安 心 で し た 。

最 終 日 ，世 界 屈 指 の 博 物 館 で あ る 國 立 故 宮 博 物 院 は ，そ れ ほ ど の 混 雑 も 無 く ，「 肉 形 石 」

「 翠 玉 白 菜 」「 彫 象 牙 透 花 人 物 套 球 」 な ど 見 る べ き モ ノ は し っ か り 見 ら れ た と 思 い ま す 。

1 時 間 毎 に 行 わ れ る イ ケ メ ン 兵 士 の 衛 兵 交 代 式 が 人 気 の 「 忠 烈 祠 」

4 日 間 と も 好 天 に 恵 ま れ ， か

な り タ イ ト な ス ケ ジ ュ ー ル だ

っ た に も か か わ ら ず ， 日 程 通

り に 有 意 義 な 修 学 旅 行 を 経 験

す る こ と が で き た と 思 い ま す 。


